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№１ 大平和花（新潟大学） 

【研究の名称】 

新潟県糸魚川地域に分布する中新世山本層を構成する安山岩類の地質学的・岩石

学的研究 

【背景と目的】 

新第三系の地層の最下部に位置する山本層について、各所で断層により分断され

ていることから山本層内部での岩石学的な空間的変化は不明であり、断層の位置や

分布境界も全容の解明には至っていない。そこで、本研究では地質図を再検討する

こと、また、山本層を対象として層序的特徴および岩石学的性質を解明することを

目的とする。 

【研究内容】 

以下のスケジュールにて、本研究を実施した。 

日程 主な調査・研究等の概要 

令和 7 年 

5 月 28 日 

8 月 28 日 

10 月 12 日 

10 月 22 日

～24 日 

 

6～7 月 

10～11 月 

12 月 ～ 令

和 8 年 1 月 

1 月 26 日 

 

計 6 日間野外調査を行い、ルートマップ、岩相区分図を作製した。 

 

 

 

 

 

薄片作成及び全岩化学組成分析準備 

全岩化学組成分析 

 

卒業論文制作 

卒業論文発表 

【研究のまとめ】 

本調査地域の山本層は、下部の単斜輝石斑状安山岩、下部の無斑晶質デイサイト

に区分されると考えられる。本調査地域より南側における山本層の内部構造との違

いより両輝石安山岩を形成したマグマが北側では活動していなかった可能性と、山

本層の終期に溶結凝灰岩を形成した火砕流が、北側には到達しなかった、または北

側ほどより早く水中環境に移った可能性が考察される。 

 今後、調査地域北西部、主に田海地区周辺の調査を実施することで推定断層の

北西延長がどのような姿勢を示すかを考察する必要がある。 
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